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令和５年４月４日、大潟村は、秋田県内第１号となる有機農業に地域ぐるみで取り

組む産地「オーガニックビレッジ」を宣言しました。               

今回は大潟村での有機農業の普及や需要拡大に向けた取組内容を紹介します。 

住み継がれる元気な大潟村へ住み継がれる元気な大潟村へ

更なる目標設定に向けて更なる目標設定に向けて

 大潟村役場で行われた宣

言式において髙橋浩人村長

が「地域資源を活用した脱

炭素、有機肥料の製造、有

機農業の推進による『地域

循環型農業』を構築し、

『住み継がれる元気な大潟

村-未来の子どもたちのため

に-』を実現する」と宣言し

ました。髙橋村長は、「大

潟村の農業が次世代へしっ

かり継承できるよう新たな

農業を構築し、日本のモデルとなるよう取り組

みたい。」と話されていました。 有機食材の学校給食提供有機食材の学校給食提供

 大潟村は、2000年に「環境創造型農業宣言」

を行い、村全体で環境に配慮した農業を展開

もみ殻くん炭の活用もみ殻くん炭の活用

 大潟村内の農家から年間約１万トン以上発生す

る未利用のもみ殻を原料としたバイオマス熱供給

事業に取り組んでおり、更に使用後のもみ殻くん

炭を活用した土壌改良や有機肥料の開発も検討し

ています。 

 

宣言文を読み上げる  
髙橋浩人大潟村長 

 国の交付金を活用して、大潟村内の学校給食へ

の有機食材の提供や食育活動を実施します。 

 また、消費拡大に向けて大潟村内飲食店や各種

イベント及び村外へのＰＲ活動に取り組みます。 

し、減農薬・減化学肥料栽培や有機栽培の拡大に

力を入れており、現在、水稲を中心に約330haの

有機栽培（全国１位）が行われています。 

 栽培面積は、農業者の高齢化や除草作業を担う

人手不足などにより減少傾向にあるが、新たな有

機農業者の育成・確保を図り、2027年度までに

350ha（水田255ha・畑95ha）をめざします。 

「オーガニックビレッジ」とは、有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や

地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める市町村のことをいい、農林水産省としては、

このような先進的なモデル地区を順次創出し、横展開を図って行く考えです。 

農林水産省「オーガニックビレッジのページ」は下記ＵＲＬよりご覧いただけます。 

 

写真左から、大潟村有機農業推進協議会白戸副会長、秋田県有機農業推進協議会相馬会長、髙橋大潟村長、田口地方参事官 



１位 ２位 ３位
位 千万円 位

1 横手市 2,623 米 野菜 果実 5

2 大仙市 1,939 米 野菜 豚 13

3 大館市 1,232 鶏 米 野菜 31

4 大潟村 1,143 米 野菜 豆類 33

5 由利本荘市 1,118 米 野菜 肉用牛 34

6 秋田市 1,048 米 鶏 野菜 39

7 鹿角市 826 豚 米 野菜 59

8 湯沢市 776 米 野菜 果実 62

9 北秋田市 775 米 豚 野菜 63

10 能代市 701 米 野菜 豆類 69

11 羽後町 606 米 野菜 豚 82

12 美郷町 604 米 野菜 肉用牛 83

13 三種町 583 米 野菜 豚 85

14 仙北市 494 米 野菜 肉用牛 93

15 男鹿市 395 米 野菜 果実 105

16 小坂町 394 豚 米 野菜 106

17 潟上市 314 米 野菜 果実 119

18 にかほ市 272 米 野菜 肉用牛 130

19 八峰町 154 米 野菜 果実 161

20 五城目町 147 米 野菜 いも類 166

21 井川町 118 米 野菜 乳用牛 178

22 八郎潟町 85 米 野菜 豆類 186

23 藤里町 56 米 野菜 肉用牛 198

24 東成瀬村 47 米 肉用牛 野菜 202

25 上小阿仁村 39 米 野菜 そ の 他 畜 産 物 206

上位部門県内

順位
市町村

農業

産出額

東北

順位

資料：「令和３年農業産出額及び生産農業所得(都道府県別）」及び「令和３年市町村別農業産出額（推計）（農林業センサス
結果等を活用した市町村別農業産出額の推計結果）」農林水産省統計部

注：１ 乳用牛には生乳を含む。
２ 市町村別農業産出額の合計値は、一部の品目が作成対象外のため県別農業産出額とは必ずしも一致しない。
３ 市町村別及び部門の順番は、秘匿している数値も含め、原数値(100万円)により判断した。

秋田県の農業産出額は1,658億円で、前年に比べ240億円（12.6％）減少しました。これは、米の価格
低下が主な要因と考えられます。
県内の市町村別農業産出額は、横手市が2,623千万円で１位となり、東北でも５位となっています。
また、部門別でみると米部門が県内22市町村で１位となっており、大館市は鶏、鹿角市、小坂町では

豚が部門１位となっています。

市町村別農業産出額と東北順位（秋田）

米

876億円

(53%)

野菜

285億円

(17%)

豚

166億円

(10%)

鶏

105億円

(6%)

果実

75億円

(5%)

肉用牛

52億円

(3%) その他

99億円

(6%)

令和３年

秋田県

農業産出額

1,658億円

(100%)

１位 ２位 ３位
位 億円 位

1 青森 3,277 果実 野菜 鶏 7

2 岩手 2,651 鶏 米 豚 10

3 山形 2,337 米 果実 野菜 13

4 福島 1,913 米 野菜 果実 17

5 宮城 1,755 米 野菜 肉用牛 18

6 秋田 1,658 米 野菜 豚 19

上位部門東北

順位
都道府県

農業

産出額

全国

順位

(参考) 県別農業産出額と全国順位（東北）

秋田県の主要品目別農業産出額
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令和３年 秋田県の農業産出額
～ 県内市町村別の１位は横手市(東北順位５位)、米部門１位が県内の22市町村を占める ～


	バインダー1.pdf
	akitanews_32表.pdf

	akitanews_32裏.pdf

